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ライフプランニング・リタイアメントプランニング（2019 年度版） 

（本書籍の下記のページに誤りがありました。お詫びして訂正いたします。） 

・57ページ 第 6章 住宅資金設計 第 2節フラット 35 2.商品概要 図表 2 フラット 35の概要 

返済期間 

（誤）15年から 35年（完済時の年齢は 80歳以下）→（正）15年から 35年（完済時の年齢は 80歳未満） 

火災保険 

（誤）特約火災保険、または住宅金融支援機構の定める要件を満たす火災保険への加入が必要 

→（正）損害保険会社の火災保険または法律の規定による火災共済への加入が必要 
 

・58ページ 4.フラット 35以外の住宅ローン（1）財形住宅融資 図表 3 財形住宅融資の概要 火災保険 

（誤）特約火災保険、または選択対象火災保険への加入が必要→（正）損害保険会社の火災保険または法律の規定による火災共済への加入が必要 
  

・64ページ 第 7章 ローンと消費生活 第 1 節カードローン利用の実態と注意点 5.信用情報機関 6行目 

（誤）主な登録内容は、取引情報（支払記録・残高など）と事故情報（延滞・延滞解消・代位弁済など）であり、取引情報と事故情報については 

最長 7年間登録される。 

→（正）主な登録内容は、支払記録・残高などや延滞・延滞解消・代位弁済などであり、原則最長 5年間登録される。 
 

・175 ページ 第 14章 公的年金（1） 第 5 節老齢給付の年金額計算 3.老齢厚生年金の計算  

（1）特別支給の老齢厚生年金（60歳台前半の老齢厚生年金） ②報酬比例部分 A 3 行目 及び B 3行目 

（誤）※1994（平成 6）年度の乗率を用いる → （正）※新給付乗率を用いる 
 

・193 ページ 第 14章 公的年金（1） 第 6 節遺族給付 5.遺族厚生年金 （8）遺族給付についての諸事項  

②配偶者と子の遺族厚生年金 2行目 

（誤）子に対する遺族厚生年金は、妻が遺族厚生年金の受給権を有する期間、支給停止される。 

→（正）子に対する遺族厚生年金は、配偶者が遺族厚生年金の受給権を有する期間、支給停止される。 

同 3行目 

（誤）夫に対する遺族厚生年金は、・・・夫の優先順位に従うことになる。 → （正）削除 
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